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シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
の
ア
メ
リ
カ
時
代

 

―
―
総
括
の
時
期

石　

田　

一　

志

　

二
十
世
紀
の
民
族
移
動
と
も
呼
ば
れ
る
、
一
九
三
〇
年
代
を
中
心
と
す

る
ナ
チ
支
配
下
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
の
亡
命
者
群
の
中
に
ア

ル
ノ
ル
ト
・
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
も
含
ま
れ
て
い
た
。

　

シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
着
い
た
の
は
一
九
三
三
年
十
月

三
一
日
。
こ
の
日
か
ら
亡
く
な
る
一
九
五
一
年
六
月
十
三
日
ま
で
、
五
九

歳
か
ら
の
十
八
年
半
が
彼
の
ア
メ
リ
カ
時
代
と
な
る
。

　

シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
の
創
作
活
動
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
四
期
に
分
け
て
、

第
一
期
（
一
八
九
九
～
一
九
〇
七
）
は
拡
大
さ
れ
た
調
性
に
よ
る
後
期
ロ

マ
ン
派
の
時
代
、
第
二
期
（
一
九
〇
八
～
二
〇
）
は
自
由
な
無
調
に
よ
る

表
現
主
義
の
時
代
、
第
三
期
（
一
九
二
一
～
三
三
）
は
十
二
音
技
法
の
完

成
の
時
代
、
そ
し
て
第
四
期
は
ア
メ
リ
カ
時
代
（
一
九
三
三
～
五
一
）
と

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
見
方
に
よ
っ
て
数
年
の
ず
れ
は
あ
る
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
時
代
の
三
期
が
各
々
十
年
前
後
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ

時
代
は
か
な
り
長
期
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
一

方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
時
代
の
三
つ
の
時
期
が
、
音
楽
語
法
や
様
式
、
美
学
か

ら
は
っ
き
り
と
時
代
画
定
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
時
代
は

様
式
や
美
学
の
特
徴
の
整
理
が
保
留
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
時
代
の
主
要
作
品
も
十
二
音
音
楽
だ
と
い
う
こ
と
で
、
第

三
期
の
延
長
と
み
る
見
方
も
あ
れ
ば
、《
弦
楽
合
奏
の
た
め
の
組
曲
》

（
一
九
三
四
）や
《
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
た
め
の
主
題
と
変
奏
》（
一
九
四
二
）

と
い
っ
た
教
育
用
作
品
は
別
に
し
て
も
《
コ
ル
・
ニ
ド
レ
》
作
品
三
九

（
一
九
三
八
）、《
室
内
交
響
曲
第
二
番
》
作
品
三
八
（
一
九
三
九
）、《
レ

チ
タ
テ
ィ
ー
ヴ
ォ
に
よ
る
変
奏
曲
》
作
品
四
〇
（
一
九
四
一
）
の
よ
う
な

ア
メ
リ
カ
時
代
の
重
要
作
の
幾
つ
か
が
調
性
で
作
曲
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

重
き
を
置
く
意
見
も
あ
る
。
ま
た
、
調
性
、
十
二
音
音
楽
の
両
方
に
、
一

連
の
純
音
楽
作
品
も
あ
れ
ば
、
宗
教
的
思
想
や
民
族
問
題
に
関
す
る
テ
キ



﻿

249

シェーンベルクのアメリカ時代

ス
ト
を
扱
っ
た
作
品
も
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
比
較
的
に
長
い
ア
メ
リ
カ
時
代
を
ひ
と
ま
と
ま
り
に

捉
え
る
必
要
も
な
い
わ
け
で
、
区
分
す
る
例
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、
妥

当
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
が
生
死
に
関
わ
る

心
臓
発
作
か
ら
の
回
復
後
に
作
曲
さ
れ
た
《
弦
楽
三
重
奏
曲
》
作
品
四
五

（
一
九
四
六
）
以
降
を
晩
年
と
す
る
区
分
で
あ
る
。
こ
の
晩
年
の
作
品
、

つ
ま
り
《
弦
楽
三
重
奏
曲
》、《
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
た
め
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
付

き
幻
想
曲
》
作
品
四
七
（
一
九
四
九
）、
最
後
の
作
品
群
で
あ
る
《
千
年

が
三
度
》
作
品
50A
（
一
九
四
九
）、《
詩
篇
第
百
三
十
番
「
深
き
淵
よ
り
」》

作
品
50B
（
一
九
五
〇
）
そ
れ
に
未
完
に
終
わ
っ
た
《
現
代
詩
篇
》
作
品
50C

で
は
、
と
り
わ
け
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
の
十
二
音
技
法
は
十
二
音
と
い
う
よ

り
も
半
分
の
六
音
音
列
の
操
作
が
中
心
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
「
Ｉ
―
Ｈ
連

合
（H

ex
ach

o
d

al In
versio

n
al C

o
m

b
in

ato
riality

）」
が
活
用
さ
れ
る
。

そ
れ
に
加
え
、
調
性
的
な
音
程
や
響
き
、
音
進
行
の
導
入
と
そ
の
活
用
が

鮮
明
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
技
法
上
の
工
夫
の
跡
が
と
り
わ
け
明
瞭
な
の
が
、
シ
ェ
ー

ン
ベ
ル
ク
自
身
が
「
奇
跡
の
音
列
（D

ie W
u

n
d

er-R
eih

e

）」
と
名
づ
け

て
最
後
の
《
現
代
詩
篇
》
に
用
い
た
音
列
と
そ
こ
で
の
実
際
の
用
法
で
あ

ろ
う
。

　

奇
跡
の
音
列
に
つ
い
て
は
、
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
自
身
、
そ
れ
に
コ
ー

リ
ッ
シ
ュ
が
そ
の
シ
ン
メ
ト
リ
ッ
ク
な
ヘ
ク
サ
コ
ー
ド
に
よ
る「
連
合
性
」

の
特
徴
を
説
明
し
て
い
る
が
、
今
日
風
の
分
析
を
す
れ
ば
こ
の
十
二
音
音

列
は
還
元
す
る
と
同
じ
Ｐ
Ｃ
セ
ッ
ト
に
な
る
四
種
の
三
音
音
列
で
構
成
さ

れ
て
い
る
の
が
最
大
の
特
徴
で
、
も
う
一
つ
は
そ
れ
ら
が
各
種
三
和
音
を

形
成
す
る
こ
と
に
あ
る
。
実
作
に
あ
た
っ
て
も
、
三
音
音
列
の
処
理
と
三

和
音
的
表
現
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
十
二
音
技
法
の
音
列
操
作

と
調
性
的
音
進
行
や
和
音
の
陰
影
に
よ
る
表
現
が
併
用
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
十
二
音
音
楽
の
な
か
に
調
性
音
楽
を
引
用
し
た
り
、
借
用

し
た
り
す
る
と
い
う
意
味
で
も
、
ま
た
調
性
が
残
留
し
て
い
る
と
い
う
意

味
で
も
な
い
。
き
わ
め
て
積
極
的
な
融
合
志
向
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
融
合
志
向
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
ア
メ
リ
カ
時
代
の
《
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

協
奏
曲
》
作
品
三
六
（
一
九
三
四
―
三
六
）
や
第
四
弦
楽
四
重
奏
曲
作
品

三
七
（
一
九
三
六
）、
あ
る
い
は
《
ナ
ポ
レ
オ
ン
へ
の
頌
歌
》
作
品
四
一

（
一
九
四
二
）、《
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
》
作
品
四
二
（
一
九
四
二
）《
ワ
ル
シ
ャ

ワ
の
生
き
残
り
》
作
品
四
六
（
一
九
四
七
）
に
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。
晩

年
に
至
っ
て
、
一
層
、
強
化
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え

ば
、《
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
》
で
は
半
音
進
行
が
旋
律
的
に
は
強
調
さ
れ
、

短
三
度
音
程
の
組
み
合
わ
せ
で
ニ
短
調
な
い
し
ニ
長
調
三
和
音
が
暗
示
さ

れ
る
。
第
四
弦
楽
四
重
奏
曲
で
も
全
体
と
し
て
外
声
で
の
二
音
の
強
調
が

あ
り
、
第
四
楽
章
の
終
止
は
擬
似
変
格
終
止
で
あ
る
。《
ナ
ポ
レ
オ
ン
へ

の
頌
歌
》
で
は
前
半
六
音
列
か
ら
調
性
的
三
和
音
が
自
由
に
構
成
さ
れ
る
。

《
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
》
の
音
列
は
調
性
的
性
格
の
旋
律
書
法
や
和
音
の
構
成

に
向
い
た
音
程
に
限
定
さ
れ
て
い
て
、
後
期
ロ
マ
ン
派
風
と
い
え
る
楽
想

の
前
提
に
な
っ
て
い
る
。《
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
生
き
残
り
》で
は
、「
シ
ェ
マ
ー
・

イ
ス
ラ
エ
ル
」
の
伝
統
旋
律
と
音
列
の
結
合
が
あ
り
、
ま
た
前
半
六
音
列

に
含
ま
れ
る
増
三
和
音
と
後
半
六
音
列
に
含
ま
れ
る
減
三
和
音
が
曲
中
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で
活
用
さ
れ
て
い
る
。（
な
お
、
個
々
の
作
品
の
詳
し
い
分
析
は
、
拙
著

﹃
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
の
旅
路
﹄（
二
〇
一
二
、
春
秋
社
）
を
参
照
し
て
頂
き

た
い
。）

　

だ
か
ら
、
こ
の
最
後
の
時
期
の
創
作
活
動
に
ひ
と
つ
の
方
向
が
確
か

に
見
い
だ
せ
た
と
し
て
も
、
結
局
、
そ
れ
に
先
立
つ
時
期
、
つ
ま
り

一
九
三
三
年
か
ら
四
五
年
に
関
し
て
の
見
方
が
定
ま
ら
な
い
以
上
、
ア
メ

リ
カ
時
代
の
特
徴
が
整
理
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

別
の
観
点
に
立
つ
と
、
た
と
え
ば
教
育
用
作
品
で
な
い
最
初
の
調
性

再
活
用
作
品
で
あ
る
《
コ
ル
・
ニ
ド
レ
》、
こ
れ
に
続
く
《
室
内
交
響
曲

第
二
番
》、《
レ
チ
タ
テ
ィ
ー
ヴ
ォ
に
よ
る
変
奏
曲
》
の
よ
う
な
重
要
作
の

一
番
の
特
徴
は
、
種
々
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
音
列
技
法
と
同
種
の
音
程
操
作

に
よ
る
変
奏
の
形
で
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
発
想
の
う
え

で
音
列
技
法
の
経
験
を
前
提
に
し
た
調
性
音
楽
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り

十
二
音
音
楽
が
調
性
を
迎
え
入
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
時
代
の

主
要
な
調
性
作
品
に
は
音
列
技
法
の
応
用
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
場
を
借
り
て
、
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
の
創
作
活
動
に
相

応
し
い
理
念
に
向
か
っ
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
足
取
り
を
想
定
し
て
み
た
い

と
思
う
。

そ
れ
は
、《
現
代
詩
篇
》
に
お
け
る
「
奇
跡
の
音
列
」
と
そ
の
用
法
に

見
ら
れ
る
結
晶
化
し
た
音
列
技
法
の
論
理
性
、
す
な
わ
ち
首
尾
一
貫
性
の

徹
底
、
そ
れ
に
拡
大
さ
れ
た
調
性
音
楽
を
参
照
し
た
表
出
性
の
追
求
、
す

な
わ
ち
多
様
性
と
対
照
性
の
強
化
の
み
な
ら
ず
、
楽
曲
構
成
法
に
関
し
て

も
、
あ
る
い
は
表
現
理
念
に
関
し
て
も
ア
メ
リ
カ
時
代
の
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル

ク
は
、
自
分
自
身
が
習
作
期
か
ら
初
期
に
向
か
っ
た
歩
み
を
辿
り
直
す
こ

と
で
、
自
身
の
音
楽
理
念
の
総
括
を
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
も
平
面
的
な
回
帰
で
は
な
く
、
上
昇
な
い
し
深
化
を
伴
っ

た
い
わ
ば
螺
旋
状
の
回
帰
だ
と
言
い
た
い
。
し
か
も
そ
れ
は
、
作
曲
技
法

に
と
ど
ま
ら
ず
、創
作
理
念
に
も
、宗
教
的
思
想
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

十
二
音
技
法
の
擬
似
調
性
的
活
用
が
強
化
さ
れ
、
さ
ら
に
は
自
在
と

も
い
え
る
音
列
技
法
の
習
熟
が
進
む
に
つ
れ
、
ソ
ナ
タ
、
三
部
形
式
、
ロ

ン
ド
を
雛
形
と
す
る
擬
似
古
典
的
形
式
の
使
用
は
曖
昧
に
な
っ
て
き
た
こ

と
も
事
実
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
そ
の
初
期
と
同
様
に
展
開
、
変
奏
、

変
容
に
よ
る
大
き
な
連
続
体
と
し
て
の
緊
張
と
解
決
の
ド
ラ
マ
へ
と
再
び

向
か
い
始
め
る
の
で
あ
る
。

も
は
や
、
十
二
音
技
法
の
初
期
に
古
典
形
式
の
再
解
釈
の
よ
う
に
意

識
的
に
十
八
世
紀
風
の
諸
形
式
を
参
照
し
た
と
き
と
は
状
況
が
変
わ
っ
て

き
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
き
く
捉
え
れ
ば
、
器
楽
系
統
の
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル

ク
の
十
二
音
音
楽
は
、
バ
ロ
ッ
ク
風
、
古
典
派
風
、
ロ
マ
ン
派
風
と
様
式

史
的
に
歩
み
な
お
し
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。そ
の
意
味
で
は《
ピ

ア
ノ
協
奏
曲
》
に
よ
っ
て
、
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
は
彼
自
身
の
第
一
期
の
作

風
に
た
ど
り
着
い
た
。

形
式
構
造
で
は
第
一
期
の
特
徴
で
あ
っ
た
、
単
一
楽
章
構
成
の
な
か

に
多
楽
章
の
内
容
が
込
め
ら
れ
た
二
重
機
能
ソ
ナ
タ
形
式
を
と
り
、
そ
の

大
き
な
レ
イ
ア
ウ
ト
に
は
「
隠
さ
れ
た
標
題
」
が
存
在
し
、
劇
的
な
表
現

性
が
印
象
的
な
数
々
の
楽
想
と
斬
新
な
響
き
で
描
か
れ
る
。
こ
う
し
た
、

全
体
的
な
特
徴
は
、
こ
の
《
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
》
は
、
第
一
期
の
代
表
作
の
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ひ
と
つ
で
あ
る
《
弦
楽
四
重
奏
曲
第
一
番
》
に
相
当
す
る
作
品
と
呼
ぶ
こ

と
も
で
き
る
か
と
思
う
。
そ
し
て
第
一
期
の
頂
点
で
あ
る
《
室
内
交
響
曲

第
一
番
》
に
相
当
す
る
位
置
に
あ
る
の
が
ア
メ
リ
カ
時
代
の
傑
作
《
弦

楽
三
重
奏
曲
》
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
器
楽
曲
の
最
後
に
小
品
な
が
ら
、

シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
の
音
楽
的
キ
ャ
リ
ア
を
す
べ
て
動
員
し
た
よ
う
な
総
合

的
な
性
格
を
も
っ
て
い
る
《
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
た
め
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
付
き

幻
想
曲
》
が
書
か
れ
た
。

ま
た
一
九
一
二
年
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
哲
学
小
説
﹃
セ
ラ
フ
ィ
タ
﹄
に

基
づ
く
オ
ラ
ト
リ
オ
計
画
か
ら
継
続
し
て
き
た
祈
り
の
な
か
で
体
験
さ
れ

る
神
と
の
合
一
の
感
覚
と
い
う
自
己
の
神
秘
思
想
に
基
づ
く
オ
ラ
ト
リ
オ

﹃
ヤ
コ
ブ
の
梯
子
﹄
と
一
九
二
一
年
の
「
マ
ッ
ト
ゼ
ー
事
件
」
と
い
う
反

ユ
ダ
ヤ
主
義
に
直
面
し
た
あ
と
の
構
想
で
あ
る
ユ
ダ
ヤ
の
宗
教
思
想
と
と

も
に
民
族
的
指
導
者
を
巡
っ
て
の
政
治
的
な
思
索
も
含
ま
れ
て
い
る
歌
劇

《
モ
ー
ゼ
と
ア
ロ
ン
》
の
完
成
は
ア
メ
リ
カ
時
代
の
大
き
な
宿
題
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
完
成
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
同
根
の
テ
ー
マ
に
よ
る
、
さ

ら
に
同
時
代
性
の
強
い
作
品
で
あ
る
論
文
﹃
ユ
ダ
ヤ
民
族
に
関
す
る
四
つ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹄（
一
九
三
八
）、《
コ
ル
・
ニ
ド
レ
》、《
ナ
ポ
レ
オ
ン
へ

の
頌
歌
》
と
《
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
生
き
残
り
》、
そ
し
て
最
後
の
《
千
年
が

三
度
》《
詩
編
百
三
十
番
「
深
き
淵
よ
り
」》《
現
代
詩
編
》
に
至
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
が
歌
唱
と
シ
ュ
プ
レ
ッ
ヒ
シ
ュ
テ
ィ
ン
メ
の
劇

的
な
組
み
合
わ
せ
を
特
徴
に
し
て
い
る
こ
と
も
、
総
括
的
と
い
え
る
点
で

は
な
い
か
と
思
う
。


